
令和４年１２月定例県議会（本会議）における答弁要旨 
（質問日：令和４年１２月２日） 

（代表・一般）       部（局・庁）・課（室）名 環境生活部 循環型社会推進課 

質問者 自民党 三沢 智 議員 

質 問 要 旨 答  弁  要  旨 答弁者 

 

１．海岸の管理について  
（１）海岸漂着物対策について 

ア 重点区域における海岸漂着

物の処理状況はどうか。 
また、今後どのように取り 

組むのか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

（要望） 

県には、さらに処理回数を増や

すとともに、国に対して十分な 

補助金の確保について働きかけ

るよう要望します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 県では、千葉県海岸漂着物対策地域計画で

定めた重点区域において、国の地域環境保全

対策費補助金を活用して、流竹木やプラス 

チックなどの海岸漂着物の処理を実施して

います。 

 

２ 令和３年度は、市町村の要望等を踏まえ、

一部の地域で回数を増やして処理を行うと

ともに、山武市など３市町が補助金を活用 

して自ら処理を行っており、それらを合わせ

た処理実績は約２４７トンになります。 

 

３ 今年度は、県による処理とともに、新たに

館山市などが加わった６市町による処理が

進められており、今後とも、海岸の良好な 

景観や環境の保全を図るため、関係市町と 

連携しながら、地域の実情に応じた処理が 

進むよう努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
環境生活部長 
吉野 美砂子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



令和４年１２月定例県議会（本会議）における答弁要旨 
（質問日：令和４年１２月２日） 

（代表・一般）       部（局・庁）・課（室）名 環境生活部 循環型社会推進課 

質問者 自民党 三沢 智 議員 

質 問 要 旨 答  弁  要  旨 答弁者 

 

１．海岸の管理について  
（１）海岸漂着物対策について 

イ  プラスチック等の海岸  
漂着物を減らすための発生

抑制対策の取組状況はどう

か。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 海岸漂着物には、プラスチック等の生活系

のごみが多く含まれており、発生を抑制する

には、内陸部も含めた県全域で、県民一人 

ひとりが海岸漂着物対策の重要性を理解し、       

ごみを減らすことが不可欠です。 

 

２ そのため、県ではこれまで、漂着物の実態

等を分かりやすく示したリーフレットの 

配布や海岸保全の重要性に関する動画の 

配信などによる啓発に取り組んでまいり 

ました。 

 

３ 今年度も、若者と協働したビーチクリーン

のイベントをはじめ、様々な機会を通じて、

エコバッグやリーフレットの配布などを 

行い、海岸漂着物対策への理解促進や、プラ

スチック削減につながるライフスタイルへ

の転換などの呼びかけを実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
環境生活部長 
吉野 美砂子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



令和４年１２月定例県議会（本会議）における答弁要旨 
（質問日：令和４年１２月２日） 

（代表・一般）         部（局・庁）・課（室）名  県土整備部 河川環境課 

質問者 自民党 三沢 智  議員 

質 問 要 旨 答  弁  要  旨 答弁者 

 

１．海岸の管理について 

（１）海岸漂着物対策について 

ウ 館山市内の県管理海岸にお

けるボランティア清掃活動の

円滑化に向けた取組状況はど

うか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１ 館山市内の県が管理する海岸において、ボ

ランティア団体等が清掃活動を行う際は、土

木事務所や漁港事務所など管理を直接行う 

出先機関ごとに、ごみの受入れに係る手続き

が必要となっていましたが、昨年１０月から、

ごみの受入窓口を一元化しています。 
 
２ これにより、清掃活動に参加された方から

は、手続きがスムーズになり良かったとの声

をいただいており、今後も、各団体等の意見を  

伺いながら、活動しやすい環境整備に努めて

まいります。 
 
 
 
 

 

県土整備部長 

池口 正晃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年１２月定例県議会（本会議）における答弁要旨 
（質問日：令和４年１２月２日） 

（代表・一般）         部（局・庁）・課（室）名  県土整備部 河川環境課 

質問者 自民党 三沢 智  議員 

質 問 要 旨 答  弁  要  旨 答弁者 

 

１．海岸の管理について 

（１）海岸漂着物対策について 

エ 館山市内の河川における

竹木の流出防止の取組状況

はどうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（再質問） 
 平久里川においても竹木の流

出防止に取り組むべきと思うが   

どうか。 
 
 
 
（要望） 
 竹木の伐採にあたっては、隣接

する土地所有者と十分調整し、地

元住民とも連携して、治水対策の

面からも、竹木の流出防止に取り

組んでいただくことを要望する。 
 
 
 
 

 
１ 県では、竹木の流出防止や、河川の流下能力

確保のため、河道内に繁茂する竹木や堆積し

た流竹木を撤去しており、館山市内において

は、今年度、汐入川の上真倉地先において、約

４６０平方メートルの竹木の撤去を実施した

ところです。 
 
２ 加えて、巡視等の際は、河道内だけでなく隣

接する民有地側の竹木の状況も確認してお

り、特に、流出するおそれのある箇所について

は、土地所有者を調査し、所有者に適切な処理

を依頼することとしています。 
 
３ こうした取組により、河川から海岸に流出

する竹木等の抑制に努めてまいります。 
 
 
  県では、巡視等により竹木の繁茂状況を把

握し、優先度の高い箇所から順次、対応してい

るところであり、平久里川では、上流の南房総

市平久里中地先等において、今後、竹木の撤去

を行うことを検討しております。 

 

県土整備部長 

池口 正晃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県土整備部長 

池口 正晃 

 

 



令和４年１２月 定 例 県議 会（ 本 会 議） にお け る 答弁 要 旨 
（質問日：令和４年１２月２日） 

（代表・一般）          部（局・庁）・課（室）名 商工労働部 観光企画課 

質問者 自民党 三沢 智 議員 

質 問 要 旨 答  弁  要  旨 答弁者 

 

１．海岸の管理について 
（２）県では、夏期観光シーズンの

海水浴場において、水上オートバ

イ等の小型船舶から、海水浴客の

安全をどのように確保している

のか。 
 

 

 

 

 

 

１ 県では、水上オートバイ等の危険航行や迷

惑行為について、海水浴場の開設前に、市町村

や警察等の関係機関と対応策を協議、確認し

ており、それに基づき市町村では、ライフセー

バー以外にも、警察ＯＢなどの監視員を配置

するなど、監視体制を強化しています。 

 

２ また、実際に、危険航行等があった場合に

は、その場で注意するとともに、注意に従わな

い者に対しては、県の「公衆に著しく迷惑を 

かける暴力的不良行為等の防止に関する条

例」に基づく指導を行っているところです。 

 

３ 今後も引き続き、監視体制の強化を図ると

ともに、こうした危険航行等を未然に防止す

るため、マリーナやマリンショップ等の民間

事業者にも協力をいただき、法令遵守やマナ

ーの啓発を図ることで、海水浴場を訪れる

方々の安全確保に努めてまいります。 

 

商工労働部長 

野村 宗作 

 

 

 

 

 



令和４年１２月定例県議会（本会議）における答弁要旨

（質問日：令和４年１２月２日）

（代表・一般） 部（局・庁）課（室）名 警察本部総務部会計課

質問者 自民党 三沢 智 議員

質 問 要 旨 答 弁 要 旨 答弁者

２ 県民利便性の観点を考慮した 建物自体は完成しており、現在、敷地内の舗装 警察本部長． 、

館山警察署新庁舎の特徴はどの 工事などを行い、年内に完成する予定となってお 田中 俊恵

ようなものか。 ります。

現在の館山警察署は狭隘と劣化の進行が著し

く、利用者に御不便をおかけしておりましたが、

新しい館山警察署庁舎は、

・来庁者駐車場や待合スペース及び警察相談のた

めの相談室の拡充

・エレベーターや授乳室の新設

など、県民の皆様の利便性向上に配意した庁舎と

なっております。



令 和 ４ 年 １ ２ 月 定 例 県 議 会 （ 本 会 議 ） に お け る 答 弁 要 旨 
（質問日：令和４年１２月２日） 

（代表・一般）       部（局・庁）・課（室）名  防災危機管理部 防災対策課 

質問者 自民党 三沢 智 議員 

質 問 要 旨 答  弁  要  旨 答弁者 

 

３．災害時に市町村を支援するた

めの備蓄の状況はどうか。また、   

輸送手段をどのように確保して

いるのか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（再質問） 
 道路の寸断により陸上輸送が

難しい場合に、支援物資をどの

ように輸送するのか。 

 

１ 県では、災害時に市町村を支援するため、

食料、飲料水、毛布などの生活必需品、ブルー

シートや発電機などの応急資機材を、県内 

１３カ所の倉庫に分散して保管しています。 

 

２ これらの支援物資は、ニーズのある市町

村に対し、最寄りの倉庫のほか、県内各地の倉

庫からも輸送することを想定しており、  

その手段を確保するため、千葉県トラック協

会及び民間の物流事業者 ２者と協定を締結

し、体制を強化しています。 

 

３ 今後も、災害時に市町村への物資支援が

迅速かつ円滑に行えるよう、備蓄物資と輸送

体制の充実に努めてまいります。 

 

 

 

支援物資の陸上輸送が困難な場合には、自

衛隊や海上保安庁などに応援要請し、   

ヘリコプターなどによる航空機輸送や、船舶

による海上輸送を行うこととしています。 

 

 

防災危機管理

部長 

生稲 芳博 

 



令和４年１２月定例県議会（本会議）における答弁要旨 
（質問日：令和４年１２月２日） 

（代表・一般）         部（局・庁）・課（室）名  農林水産部 生産振興課 

質問者 自民党  三沢 智 議員 

質 問 要 旨 答  弁  要  旨 答弁者 

 

４．農林水産業の振興について 

（１）施設園芸における燃油価

格の高騰に対し、県はどのよ

うに取り組んでいるのか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 県では、燃油の使用量の増加が見込まれる

冬に備えて、燃油の価格が一定基準を上回っ

た場合に補てん金が支払われる、国の施設園

芸セーフティネット事業への加入を働きかけ

てきたところ、昨年度を大幅に上回る申込が

ありました。 

 

２ また、燃油の使用量を削減するヒートポン

プなどの省エネ機器や保温効果の高い二重カ

ーテンなどの資材の導入に対して、既存事業

より補助率を高く設定し、支援しているとこ

ろです。 
 
３ 今後とも、セーフティネットの活用と併せ

て、省エネルギー型施設園芸への転換を促進

することにより、農家の経営安定につなげて

まいります。 

 

農林水産部長 

舘野 昭彦 

 

 



令和４年１２月定例県議会（本会議）における答弁要旨 
（質問日：令和４年１２月２日） 

（代表・一般）         部（局・庁）・課（室）名 農林水産部 担い手支援課 

質問者 自民 三沢 智 議員 

質 問 要 旨 答  弁  要  旨 答弁者 

 
４．農林水産業の振興について 
（２）安房地域の農業の担い手 

対策にどのように取り組んで 

いるのか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（要望） 

市町村や JA 等と連携し、空いて

いるビニールハウスを紹介する 

など、就農希望者と地元農家との

マッチング支援を行ってほしい。 

 
 
１ 安房地域は、農業が基幹産業の１つとなって

おり、担い手対策は重要であると認識しており

ます。このため県では、この地域の特性を  

生かした担い手の経営安定化と、新規就農者の

確保・育成に取り組んでいるところです。 

 

２ 経営の安定化については、経営規模の拡大に

対応した法人化、雇用条件の改善や就業環境の

整備を、専門家の派遣などにより進めるととも

に、安房地域で盛んに栽培されているいちごの

６次産業化、カーネーション栽培への農福連携

の導入などを支援しています。 

 

３ また、新たな担い手の確保・育成については、

安房地域の特産品であるナバナやビワの新規

栽培者に対する技術講習会での指導や、都内の

移住相談窓口と連携した就農セミナーを開催

するなど、今後とも安房地域の担い手対策にし

っかりと取り組んでまいります。 
 

 

 

知事 

熊谷 俊人 

 



令和４年１２月定例県議会（本会議）における答弁要旨 
（質問日：令和４年１２月２日） 

（代表・一般）        部（局・庁）・課（室）名  農林水産部 水産局水産課 

質問者 自民党  三沢 智 議員 

質 問 要 旨 答  弁  要  旨 答弁者 

 

４．農林水産業の振興について 
（３）船形漁港における市場機能

強化の取組状況はどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 船形漁港では、館山市内で水揚げされた水産

物を集約して取引を行う市場が開設されてお

り、このような地域の拠点となる市場の機能強

化には、ＨＡＣＣＰの考え方を取り入れた      

品質・衛生管理が求められます。 

 

２ そこで現在、市や地元漁業協同組合では令和

５年度中の完成を目指し、紫外線により殺菌さ

れた清浄な海水を利用できる設備や、鳥の侵入

を防止するネットなどを設置した新施設の整

備を進めており、県としても支援しているとこ

ろです。 

 

３ 県としては、今後も関係者と連携しながら、

同市場の施設整備を推進し、水産物の高品質化

による価格形成力の強化と安全・安心な水産物

の提供に取り組んでまいります。 

 

 

農林水産部長 

 舘野 昭彦 

 



令和４年１２月定例県議会（本会議）における答弁要旨 
（質問日：令和４年１２月２日） 

（代表・一般）          部（局・庁）・課（室）名 県土整備部 道路環境課 

質問者 自民党  三沢 智 議員 

質 問 要 旨 答  弁  要  旨 答弁者 

 

５．館山市域における県管理道

路の雑草対策について、取組

状況はどうか。 
 
 
 
 
 
 
（要望） 

道路の除草については、 

地元からも大変多くの要望

が寄せられていますので、 

これらの要望にしっかり 

対応できるよう、必要な予算

を十分に確保していただき、 

より一層の対策に努めて 

いただくよう要望します。 

 

１ 国道４１０号をはじめとした館山市域の

県管理道路では、道路パトロールや地域の

要望を踏まえ、路肩や道路法面で雑草が 

繁茂し、見通しが確保できないなど、交通に

影響のある箇所を優先し、できる限り  

年２回の除草を実施しているところです。 
 

 

県土整備部長 

池口 正晃 

 



令和４年１２月定例県議会（本会議）における答弁要旨 
（質問日：令和４年１２月２日） 

（代表・一般）            部（局・庁）・課（室）名 県土整備部 港湾課 

質問者 自民党 三沢 智  議員 

質 問 要 旨 答  弁  要  旨 答弁者 

６．港湾振興について 

（１）館山港多目的桟橋のクルー

ズ船寄港にあたり、新型コロナ    

ウイルスの対応をどのように

行っているのか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）館山港多目的桟橋の機能強

化に向けた取組状況はどうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（要望） 
 小型船対応の係留施設及び桟

橋先端部の延長について、施設

の利用状況を見ながら、必要に

応じて追加整備いただけます

ようお願いします。 
 
 
 

１ 館山港多目的桟橋は、平成２２年の供用開

始以来、クルーズ船や観光船などが利用し、県

内の観光地を巡るバスツアーの起点となるな

ど、南房総地域の活性化に寄与しているとこ

ろです。 

 

２ 新型コロナウイルス感染拡大以降は、クル

ーズ船の運航停止が続きましたが、令和２年

度に医療関係者を含む地域の関係機関で  

構成する協議会で、感染対策などを取りまと

め、それ以降、クルーズ船「にっぽん丸」を２

回受け入れています。 

 

 

１ 多目的桟橋の更なる利便増進に向け、バス

が桟橋の先端部で安全に転回し、かつ待機で

きるスペースを確保するため、桟橋先端部の  

拡幅を行っており、今年度は、下部工事を実施

しているところです。 

 

２ 引き続き、地元市と連携して、多目的桟橋の

利用促進に努めつつ、令和６年度の拡幅工事

の完成に向けて取り組んでまいります。 

 

県土整備部長 

池口 正晃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年１２月定例県議会（本会議）における答弁要旨 
（質問日：令和４年１２月２日） 

（代表・一般）      部（局・庁）・課（室）名  県土整備部 建設・不動産業課 

質問者 自民  三沢 智 議員 

質 問 要 旨 答  弁  要  旨 答弁者 

 

７．県発注工事における入札不調

の原因とその対策はどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（再質問） 

入札不調対策に取り組んでき

た結果、不調の状況はどうか。 
 
 
 
 
 
 

（要望） 
引き続き、入札不調対策に取り

組んでいただくよう要望する。 
 

 

１ 入札不調は土木、建築工事をはじめとした

各工事で発生しており、その原因としては、手

持工事と公告された工事の工期が一部重複

し、その期間に技術者の配置が困難となるた

め、入札参加が見送られたことや、１者入札に

よる入札取り止めなどがあります。 

 

２ このため、今年度は、工事着手前に技術者の

配置を不要とする期間の延長や、現場代理人

の常駐義務の緩和拡充、１者入札を有効とす

る対象工事の拡大、工事の閑散期である年度

当初の工事を増加させるための予算措置、い

わゆるゼロ債の拡大による工事量の平準化な

どを行ったところです。 

 

３ 今後とも、必要に応じ、入札・契約制度を見

直すなど、円滑な公共工事の発注に努めてま

いります。 

 

 

県発注工事における入札不調の件数は、令和

２年度６１２件、令和３年度 ３７０件、令和４

年度は９月末までで１５０件となっておりま

す。 

 入札不調の割合で見ると、それぞれ、約１６パ

ーセント、約１１パーセント、約１０パーセント

となっております。 

 

県土整備部長 

池口 正晃 

 



令和４年１２月定例県議会（本会議）における答弁要旨 
（質問日：令和４年１２月２日） 

（代表・一般）               部・課名   環境生活部 文化振興課 

質問者 自民党  三沢 智 議員 

質 問 要 旨 答  弁  要  旨 答弁者 

 

８．千葉県誕生１５０周年記念事

業にあたり、県として、市町村

に対しどう働きかけていくの

か。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（要望） 

記念事業においては、地域の活

性化を図るため、祭りに対しても

支援するとともに、ぜひ地域が一

体となった面的な取組となるよ

う働きかけをお願いする。 
また、１５０周年を契機とし

て始まった様々な取組が、一過性

に終わることなく、今後も見据え

継続するものとなるよう、積極的

な支援を要望する。 

 

１ 来年の１５０周年にあたり、本県ならではの

文化資源や魅力の発信を通じて、千葉のブラン

ド価値の創出・向上や地域活性化につながる 

記念事業に取り組む市町村を支援することと

しております。 

 

２ 支援額については、市町村の人口が５万人以

上の場合は１，０００万円を、５万人未満の 

場合は５００万円を基本としつつ、地域の歴史

や豊かな自然環境を活用する芸術祭を実施す

る場合、単独市町村であれば２倍に、複数市町

村であれば３倍に、それぞれ増額することとし

ております。 

 

３ 県としては、市町村に対して、支援制度の 

趣旨や県が実施する記念事業の内容等を丁寧

に説明し、１５０周年を契機に、広域的な地域

連携による芸術祭など、本県の誇るべき文化芸

術活動が活発に展開されるよう働きかけてま

いります。 

 

知事 

熊谷 俊人 

 



令和４年１２月定例県議会（本会議）における答弁要旨 
（質問日：令和４年１２月２日） 

（代表・一般）         部（局・庁）・課（室）名 企画管理部 教育政策課 

質問者 自民党  三沢 智 議員 

質 問 要 旨 答  弁  要  旨 答弁者 

 

９．県教育委員会では通信制  

協力校の充実にどのように 

取り組むのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（要望） 

 通信制協力校の制度は、千葉 

大宮高校に通わずに、地元で学習

し、卒業できる良い制度なので、

今 後 も こ う し た 取 組 を 地 元  

中 学 校 な ど に 更 に 周 知 し て  

いただくとともに、生徒の利便性

を図るため、通信制協力校の拡充

やＩＣＴを活用した教育の充実

を更に努めていただくよう要望

する。 

 

１ 館山総合高校では、令和４年度現在、通信制

協力校の制度を１３名の生徒が利用して  

おり、同校と千葉大宮高校の職員により、  

少人数で個に応じたきめ細かなスクーリング

を実施しています。 

 

２ 今年１０月に策定した「県立高校改革推進

プラン・第１次実施プログラム」では、生徒の

通学の利便性を高めるため、銚子商業高校を

２校目の通信制協力校に指定し、令和６年度

からの開始に向けて準備を進めているところ

です。 

 

３ 今後は、他の自治体の先進的取組も参考に

しながら、オンラインによるスクーリングや

レポート提出などデジタル化を推進し、  

協力校における学習環境の更なる充実に  

努めるとともに、「いつでも、どこでも、   

だれでも学べる学校」として広く周知を  

図ってまいります。 

 

 

 

教育長 

冨塚 昌子 

 


